
詳しくはANA公式ホームページにてご確認ください
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中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
も
の
づ
く
り
連
携
事
業
実
行

委
員
会
は
こ
と
し
10
月
23
日
、
出
雲
市
総
合
体
育
館
・
出
雲

だ
ん
だ
ん
と
ま
と
ア
リ
ー
ナ
で
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ 

商
談
・
展
示
会
２
０
２
５ 
in 
出
雲
」
を
開
催
し
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
商
　談

展
示
会
商
　談

展
示
会

商
　談

展
示
会

商
　談

展
示
会

10月23日開催

８
月
１
日
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
企
業
を
募
集

８
月
１
日
ま
で
エ
ン
ト
リ
ー
企
業
を
募
集

　
同
商
談
・
展
示
会
は
、
出

雲
か
ら
大
山
圏
域
ま
で
の

〝
も
の
づ
く
り
〟
企
業
を
は

じ
め
と
す
る
全
業
種
・
全
企

　
境
港
商
工
会
議
所
と(

一

社)

境
港
観
光
協
会
は
、「
境

港
妖
怪
検
定
」
を
こ
と
し
10

月
５
日
㈰
に
実
施
し
ま
す
。

同
検
定
は
毎
年
実
施
し
て
い

て
、
今
回
で
18
回
目
に
な
り

ま
す
。

　第15回みなとオアシスSea級グルメ全国大会in
境港では、多くの境港の皆さんに温かく迎えてい
ただき、感謝申し上げます。
　みなとオアシス沼津は、地元開催であったにも
かかわらず、入賞できなかった前回大会のリベン
ジを果たすため、地元で飲食店を展開する事業
者などから広く有志を募り、新たに「Sea級グルメ
部会」を立ち上げ、「沼津のSea級グルメ」の開発
に取り組んできました。
　新たに開発した「沼津あじフライたるたるサンド」
は、境港大会でも大変
好評で「私は魚介にはう
るさいけど、これはとて
も美味しい」と言ってくだ
さる、地元主婦にリピー
ターになってもらえるな
ど、お陰様で2,000食を
完売し、栄えある「優秀
賞」を受賞することができました。
　今後は、この「沼津あじフライたるたるサンド」
を沼津の新たな名産物として定着させ、沼津港が
更に盛り上がるよう尽力していきます。
　境港の皆さん、ぜひこれを機に、富士山と駿
河湾を眺めに沼津港へ遊びに来てみませんか。
　資料提供：沼津市産業振興部水産海浜課・鈴木祐介氏

私たちのまちのＳｅａ級グルメ ⑬

沼津あじフライたるたるサンド

「沼津あじフライたるたるサンド」で優秀賞に
― みなとオアシス沼津 ―

業
対
象
の
事
前
調
整
型
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
圏
域
外
の
発
注
企

業
の
参
加
も
広
く
受
け
入
れ

る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
創
出
を
図

り
ま
す
。

　
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
と
、
販

売
・
仕
入
ル
ー
ト
拡
大
、
共

同
開
発
、
技
術
支
援
、
業
務

提
携
な
ど
、
各
種
マ
ッ
チ
ン

グ
の
チ
ャ
ン
ス
を
用
意
。
さ

ら
に
展
示
ブ
ー
ス
を
併
設
し
、

展
示
を
必
要
と
す
る
圏
域
内

も
の
づ
く
り
関
連
の
事
業
所

向
け
に
「
無
料
」
で
ブ
ー
ス

を
提
供
し
ま
す(

64
ブ
ー
ス
、

先
着
順)
。

　
た
だ
い
ま
、
エ
ン
ト
リ
ー

企
業
を
募
集
中
で
す
。

　
同
商
談
・
展
示
会
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
10
月
23
日
㈭
　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

会
場
　
出
雲
市
総
合
体
育
館

・
出
雲
だ
ん
だ
ん
と
ま
と
ア

リ
ー
ナ(

出
雲
市
西
林
木

町)　
受
験
申
し
込
み
の
期
間
は

８
月
15
日
㈮
か
ら
31
日
㈰
ま

で
。
会
場
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
境
港
会
場
が
境
港
商
工

活
発
に
商
談
す
る
参
加
企
業
＝
昨
年
10
月
31
日
、

安
来
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル・ア
ル
テ
ピ
ア

参
加
費
　
無
料

エ
ン
ト
リ
ー
締
切
　
８
月
１

日
㈮

　
エ
ン
ト
リ
ー
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
境
港
商
工
会
議
所

相
談
課(

☎
44
―
１
１
１
１)

へ
。
ま
た
、
同
商
談
・
展
示

会
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ 

中
海
」

で
検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
議
所(

上
道
町)

で
、
調
布

会
場
が
調
布
市
市
民
プ
ラ
ザ

あ
く
ろ
す(

東
京
都
調
布

市)

で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
同
検
定

を
再
開
し
て
か
ら
、
初
級
テ

キ
ス
ト
の
更
新
や
映
画
「
鬼

太
郎
誕
生 

ゲ
ゲ
ゲ
の
謎
」

の
大
ヒ
ッ
ト
な
ど
を
受
け
、

徐
々
に
受
験
者
の
皆
さ
ん
も

増
え
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、テ
レ
ビ
ア
ニ
メ「
ゲ

ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎 

私
の
愛
し

た
ゲ
ゲ
ゲ
」
が
放
送
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
り
、
新
た
に

興
味
を
持
っ
た
人
も
含
め
て
、

さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
受
験
者

が
集
ま
る
の
で
は
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
同
観
光
協
会
の
担
当
者
は

「
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
は
昨

年
、
水
木
し
げ
る
記
念
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
や

ゲ
ゲ
ゲ
の
広
場
の
完
成
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

こ
と
と
併
せ
て
、
当
検
定
も

境
港
・
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

の
盛
り
上
げ
に
力
を
尽
く
し

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
境
港
妖
怪
検
定
に
関
す
る

詳
細
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

「
境
港
妖
怪
検
定
」
で

検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
境
港
商
工

会
議
所
・
境
港
妖
怪
検
定
係

(

☎
44
―
１
１
１
１)

ま
で
。

講演会フフ 防防レレイイルル予予
日時 ７月10日㈭ 午後１時～３時30分
場所 境港市文化ホール(中野町)
講師 飯島勝矢先生(ＩＯＧ機構長)
　詳しくは、境港市地域包括支援センター
(☎47‒1131)まで。
　関連記事を２ページに掲載。

〝妖怪博士〟にチャレンジを

受験申し込みは８月15日から

10月５日実施 妖怪検定

問題に取り組む受験者の皆さん＝昨
年10月５日、境港商工会議所



株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

あなたの町の
　　あなたのサポーターです

保険をお探しのお客様へ　お気軽にご相談ください

“環境をテーマに確かな一歩を印す”

 鳥 取県境港市外江町 2 0 5 6 番地 1
ＴＥＬ．0859－44－1551 ＦＡＸ．0859－44－6043

株式会社 木 下 建 設

•
•
•
•
•
•
•
•

　鳥取県信用保証協会米子
支所は県内営業体制を強化
するため、２０２５(令和７)
年７月１日から「米子支所」
を「米子営業所」に名称変
更しました。住所、電話番
号の変更はありません。
　また、円滑な業務運営を
図るため、窓口営業時間を
平日の午前９時から正午ま
でと午後１時から５時15分
まで(昼休業時間＝正午～
午後１時)に変更します。
　引き続きサービスの向上
に努めてまいりますので、
ご理解賜りますようお願い申
し上げます。
　問い合わせなど、詳しく
は当保証協会米子営業所
(☎34―３５３５)まで。また、
当保証協会公式ホームペー
ジ(「鳥取県信用保証協会」
で検索、２次元
コード参照)を
ご覧ください。

　
境
港
市
は
、
２
０
１
８

(

平
成
30)

年
度
か
ら
東
京

大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機

構(
Ｉ
Ｏ
Ｇ)

の
指
導
の
下
、

市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み

　

境
港
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー(

境
港
市
長
寿
社
会
課

内)

は
７
月
10
日
、
フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会
を
境
港
市
文
化

ホ
ー
ル
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン(

中
野
町)

で
開
催
し
ま

す
。
講
師
は
東
京
大
学
の
飯
島
勝か

つ

矢や

先
生
で
す
。
講
演
会
に

併
せ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
行
い
ま
す
。

　

境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
㈱
港
タ
ク
シ
ー
の

杉
本
真
吾
社
長(

元
町)

に

伺
い
ま
し
た
。

創業の創業の 38

反省、躍進、安全健康お客様
 港タクシー 

頃

　
当
社
は
１
９
５
７(

昭
和

32)

年
、
森
脇
武
夫
氏
が
創

立
し
、
１
９
７
６(

昭
和
51)

年
に
皆
生
タ
ク
シ
ー
が
経
営

を
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
当
時
は
労
働
争
議
が

盛
ん
で
、
当
社
も
そ
の
真
っ

只
中
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
創
業
者
は
日
頃
か
ら
懇

意
に
し
て
い
た
皆
生
タ
ク
シ

ー
に
事
業
譲
渡
を
依
頼
し
た

と
い
う
も
の
で
す
。

　
当
時
、
皆
生
タ
ク
シ
ー
常

務
の
三
浦
定さ

だ

雄お

が
社
長
と
し

て
、
営
業
部
長
の
筒
井
定さ

だ

壽い
ち

が
取
締
役
と
し
て
派
遣
さ
れ
、

新
生
・
港
タ
ク
シ
ー
は
船
出

し
ま
し
た
。
三
浦
は
居
を
米

子
市
か
ら
境
港
市
麦
垣
町
に

移
し
、
退
路
を
断
っ
て
の
就

任
で
し
た
。
問
題
の
労
働
争

議
は
、
当
然
収
ま
る
こ
と
は

な
く
、
何
と
乗
務
員
さ
ん
は

全
員
退
職
。
た
っ
た
２
人
で

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
浦
社
長
が
電
話
番
、
筒

井
取
締
役
が
タ
ク
シ
ー
乗
務

員
、
お
互
い
営
業
所
で
の
泊

ま
り
込
み
が
1
週
間
あ
ま
り

続
い
た
こ
ろ
、
そ
の
本
気
の

姿
勢
に
心
打
た
れ
、
一
人
ま

た
一
人
と
乗
務
員
さ
ん
が
戻

っ
て
き
ま
し
た
。
他
社
で
責

任
者
を
し
て
い
た
人
が
数
名

の
乗
務
員
さ
ん
を
引
き
連
れ

て
の
入
社
も
あ
り
、
何
と
か

会
社
の
体
は
保
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
タ
イ
ト
ル
の
「
反
省
、
躍

進
、
安
全
健
康
お
客
様
」
は
、

中
興
の
祖
と
も
い
う
べ
き
三

浦
が
就
任
当
時
に
掲
げ
た
も

の
で
、
50
年
を
経
た
今
も
当

社
の
玄
関
で
我
々
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

　
時
を
経
て
私
、
杉
本
真
吾

が
２
０
０
３(

平
成
15)

年
か

ら
代
表
取
締
役
社
長
を
拝
命

し
て
い
ま
す
。
私
の
就
任
当

時
は
、
船
員
さ
ん
の
利
用
が

多
く
、
海
が
荒
れ
よ
う
も
の

な
ら
停
泊
中
の
漁
船
か
ら
昼

夜
を
問
わ
ず
注
文
が
嵐
の
よ

う
に
舞
い
込
み
、
て
ん
や
わ

ん
や
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
需
要
は

激
減
し
、
こ
の
10
年
は
夜
の

営
業
は
当
社
の
み
と
な
り
、

市
民
の
皆
様
に
ご
不
便
を
お

か
け
し
、
大
変
心
苦
し
く
感

じ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
の
打
開
策
と
し
て
、

先
日
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
入
港

時
に
境
港こ

う

管
理
組
合
と
タ

ッ
グ
を
組
み
、
中
四
国
地

方
で
は
初
の
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
を
運
行
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
そ
れ
な
り
の
手

ご
た
え
を
得
ま
し
た
の
で
、

今
後
は
金
曜
日
、
土
曜
日

の
夜
の
営
業
に
も
活
用
で

き
な
い
か
、
可
能
性
を
模

索
し
て
い
き
ま
す
。

　
長
年
、
境
港
商
工
会
議

所
議
員
と
し
て
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
三
浦
の
掲
げ

た
「
躍
進
」
の
精
神
を
忘

れ
ず
、
今
後
と
も
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
　
　(

談)

同社新年会に参加した三
浦定雄社長（前列中央）ら

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
ポ
ー
ズ
を
と
る
飯
島
勝
矢
先
生

「
み
ん
な
一
緒
に
フ
レ
イ
ル

予
防
大
作
戦
、
元
気
シ
ニ
ア

増
や
そ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
Ｉ

Ｏ
Ｇ
が
開
発
し
た
フ
レ
イ
ル

チ
ェ
ッ
ク
を
市
内
65
人
の
フ

レ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
と
も

に
、楽
し
み
な
が
ら
行
う「
市

民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
フ

レ
イ
ル
予
防
」
で
す
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ

て
、
多
く
の
市
民
が
フ
レ
イ

ル
を
身
近
に
感
じ
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
い
る
た
め
の
行

動
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
講
演
会
は
、

昨
年
度
に
続
い
て
Ｉ
Ｏ
Ｇ
の

機
構
長
で
あ
る
、
飯
島
先
生

を
迎
え
て
講
演
会
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
２
部
制
で
行
う
も

の
で
す
。

　
同
支
援
セ
ン
タ
ー
の
竹
内

真
理
子
所
長
は
「
こ
の
機
会

に
、
フ
レ
イ
ル
予
防
が
元
気

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

こ
と
を
、
今
一
度
皆
さ
ん
と

考
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
同
講
演
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
10
日
㈭
　
午
後

１
時
〜
３
時
30
分(

午
後
０

時
15
分
開
場)

場
所
　
境
港
市
文
化
ホ
ー
ル

【
内
容
】

1
部 

講
演
会
　
▽
テ
ー
マ

＝
健
康
長
寿
と
幸
福
長
寿
の

両
立
を
目
指
し
て
～
「
フ
レ

イ
ル
予
防
」
は
ま
さ
に
地
域

づ
く
り
～
▽
講
師
＝
飯
島
勝

矢
先
生(

Ｉ
Ｏ
Ｇ
機
構
長
、

未
来
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ

ー
教
授)

２
部 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
▽

テ
ー
マ
＝
フ
レ
イ
ル
予
防
で

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
▽
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
＝
飯
島
勝
矢
先
生
、

三
輪
陽
通
・
境
港
商
工
会
議

所
副
会
頭
、
伊
達
憲
太
郎
・

境
港
市
長
、
フ
レ
イ
ル
サ
ポ

ー
タ
ー
の
皆
さ
ん
▽
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
＝
足
立
融あ

き
ら

先
生

(

鳥
取
県
歯
科
医
師
会
、
地

域
歯
科
医
療
連
携
室
長)

　
詳
し
く
は
、
同
支
援
セ
ン

タ
ー(

☎
47
―
１
１
３
１)

ま
で
。

　
鳥
取
県
自
衛
隊
退
職
者
雇

用
協
議
会
境
港
支
部(

47
会

員)

は
６
月
４
日
、
２
０
２

５
年
度
総
会
を
境
港
商
工
会

議
所
で
開
催
し
、
新
支
部
長

に
三
輪
昌ま

さ

輝き

・
三
光
㈱
代
表

取
締
役
社
長(

境
港
商
工
会

議
所
議
員)

を
選
任
。

　
ま
た
、
廣
瀨
康
彦
・
㈱
大

昇
食
品
代
表
取
締
役(

境
港

商
工
会
議
所
議
員)

が
新
た

に
副
支
部
長
に
選
ば
れ
、
現

副
支
部
長
の
松
本
正
・
境
港

土
建
㈱
代
表
取
締
役(

境
港

商
工
会
議
所
常
議
員)

と
と

も
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
前
会
長
の
奥
森
清
・
新
和

産
業
㈱
代
表
取
締
役(

境
港

商
工
会
議
所
参
与)

は
顧
問

に
就
任
。
任
期
は
、
２
０
２

７
年
３
月
31
日
ま
で
。

　
同
会
の
目
的
は
、
自
衛
隊

援
護
基
盤
の
育
成
を
主
眼
と

し
、
自
衛
隊
退
職
者
の
雇
用

促
進
を
図
り
、
有
能
な
労
働

力
を
企
業
に
導
入
し
、
鳥
取

県
西
部
地
域
産
業
の
発
展
に

役
立
つ
こ
と
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
支
部
事
務

局(

境
港
商
工
会
議
所
内
・

☎
44
―
１
１
１
１)

へ
。

三輪昌輝・新支部長

７
月
10
日 

フ
レ
イ
ル
予
防
講
演
会

講
師
は
飯
島
勝
矢
・
Ｉ
Ｏ
Ｇ
機
構
長

新
支
部
長
に
三
輪
昌
輝
氏

自
衛
隊
退
職
者
雇
用
協
境
港
支
部

　境港商工会議所は、
市内事業所に無料で専
門家を派遣しています。
　詳しくは、境港商工
会議所相談課へ。（☎
44－１１１１)

専門家を派遣

鳥取県信用保証協会
か ら の お 知 ら せ
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す
」

―
商
談
会
な
ど
も
主
催
さ
れ

て
い
ま
す
ね
。

　「
も
の
づ
く
り
企
業
が
参

加
す
る
『
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
商
談
・
展
示
会
２
０
２

５
in
出
雲(

10
月
23
日
開

催)
』
に
、
台
湾
バ
イ
ヤ
ー

と
台
湾
向
け
の
輸
出
を
扱
う

国
内
商
社
が
参
加
し
ま
す
。

海
外
と
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
経
済
、
文
化
、
観
光
を
含

め
た
台
湾
と
の
長
年
の
交
流

　

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
境
港
企
業
を
紹
介
す
る
当

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
社
会
福
祉
法
人
は
ま
な
す
会(

夕
日
ヶ

丘
、
坪つ

ぼ

栄え

周
作
理
事
長)

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
夕
日
ケ
丘
保
育
園
を
運
営

し
て
い
る
同
会
は
、
県
の
男

女
共
同
参
画
推
進
企
業
の
認

定
を
受
け
た
後
、
働
く
女
性

活
躍
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
企
業
の

認
定
、
イ
ク
ボ
ス
・
フ
ァ
ミ

ボ
ス
宣
言
と
立
て
続
け
に
男

女
共
同
参
画
関
連
の
認
定
を

取
得
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
活
躍
推
進
法

や
次
世
代
育
成
法
に
基
づ
く

一
般
事
業
主
行
動
計
画
も
立

て
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
取
得
し
た
主
な

理
由
は
、
女
性
の
多
い
職
場

な
の
で
育
児
休
業
の
重
な
り

が
よ
く
あ
り
、
介
護
休
業
の

取
得
も
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
中
、
若
い
人
材
の
採

用
を
増
や
し
た
い
と
い
う
考

え
か
ら
で
す
。

　
同
保
育
園
は
、
以
前
か
ら

男
性
も
女
性
も
使
い
や
す
い

よ
う
に
ト
イ
レ
を
改
善
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
休
憩
時

間
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
も
ら
う
た

め
、
事
務
所
と
休
憩
室
を
分

け
て
い
ま
し
た
が
、
古
く
な

っ
て
き
た
休
憩
室
を
こ
の
た

び
改
修
。
外
部
研
修
会
へ
の

参
加
費
用
も
含
め
て
、
男
女

共
同
参
画
の
施
策
で
使
え
る

補
助
金
も
活
用
し
ま
し
た
。

　
就
業
規
則
も
土
台
か
ら
し

っ
か
り
見
直
し
て
い
ま
す
。

働
い
た
分
だ
け
い
い
こ
と
が

あ
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る

待
遇
を
実
現
し
、
生
き
生
き

と
働
け
る
内
容
で
す
。
ま
た
、

そ
の
説
明
会
も
職
員
全
員
を

集
め
て
行
い
ま
し
た
。

　
有
給
取
得
率
は
68
㌫
で
、

こ
の
水
準
を
継
続
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
が

取
得
で
き
、
看
護
休
暇
は
有

給
休
暇
の
扱
い
に
し
て
い
ま

す
。

　
同
保
育
園
の
坪
栄
暁あ

き

子こ

園

長
は
「
境
港
で
働
き
た
い
人

の
雇
用
に
つ
な
が
る
こ
と
が

目
標
で
す
。
私
た
ち
は
保
育

園
の
ほ
か
に
、
学
童
ク
ラ
ブ

(

学
童
保
育)

も
行
っ
て
い

ま
す
。
学
童
ク
ラ
ブ
は
地
域

の
人
と
職
員
の
た
め
に
と
い

う
気
持
ち
か
ら
運
営
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
会(

☎
45

―
４
４
３
３)

ま
で
。

ー はまなす会・夕日ヶ丘保育園 ー
若い人材の採用へ環境整備
男女共同参画 境港企業の取り組み男女共同参画 境港企業の取り組み シリーズ⑳

保育能力向上のための研修に励む
皆さん＝同保育園の事務室

飯
塚
晃
一
次
長（
左
）と

葉
可
全
・
国
際
交
流
員

支
援
メ
ニ
ュ
ー
編

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

今
、台
湾
が
熱
い
！

中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
市
長
会

―
「
台
湾
推
し
」
で
す
ね
。

　「
２
０
０
６(

平
成
18)

年
に
、
松
江
大
根
島
牡
丹

を
﹃
春
節
前
建
国
花
市
﹄

に
出
展
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
、
松
江
市
と
台
北

市
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し

　

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会(

会
長
＝
上
定
昭あ

き

仁ひ
と

・
松
江
市
長)

は
、
圏
域
内
企
業
の
海
外
展
開
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
同
市
長
会
事

務
局
次
長
の
飯
塚
晃こ

う

一い
ち

さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

た
。
そ
の
つ
な
が
り
で
、
２

０
２
２(

令
和
４)

年
に
台

北
市
と
当
圏
域
市
長
会
が
交

流
促
進
の
覚
書
を
締
結
し
、

『
春
節
前
建
国
花
市
』
や
『
台

北
温
泉
祭
』、
台
湾
最
大
の

食
品
展
示
会『
フ
ー
ド
台
北
』

に
参
加
し
て
い
ま
す
」

―
最
近
は
一
段
と
、
連
携
の

促
進
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　「
は
い
。
昨
年
、
台
湾
か

ら
国
際
交
流
員
の
葉よ

う

可か

全ぜ
ん

さ

ん
を
当
圏
域
市
長
会
に
受
け

入
れ
、
通
訳
や
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援
を
強
化
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
と
し
５
月
に
米
子
鬼

太
郎
空
港(

佐
斐
神
町)

に

直
行
便
が
就
航
し
た
こ
と
は
、

経
済
連
携
に
向
け
て
の
弾
み

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

―
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　「
当
圏
域
内
５
市
に
事
業

所
の
あ
る
企
業
が
海
外
展
示

会
の
出
展
や
商
談
に
取
り
組

む
際
に
必
要
な
経
費
の
２
分

の
１
、
10
万
円
ま
で
助
成
し

ま
す
。
対
象
国
が
韓
国
、
中

国
、
イ
ン
ド
や
台
湾
の
場
合

は
、
補
助
率
は
３
分
の
２
、

限
度
額
15
万
円
と
優
遇
し
て

い
ま
す
。
輸
出
案
件
だ
け
で

は
な
く
、
輸
入
や
観
光
と
い

っ
た
案
件
で
も
利
用
が
で
き

る
ほ
か
、
経
費
が
重
な
ら
な

け
れ
ば
、
ほ
か
の
補
助
金
と

の
併
用
も
で
き
る
使
い
勝
手

の
良
い
制
度
に
な
っ
て
い
ま

鳥取学習センター

大学生になって勉強を始めてみませんか

勉強したいと思った時が入学時

放送大学は通信制の大学です。名前は放送大学ですが「放送」について学ぶ

大学ではありません

学部への入学に試験はありません

主に自宅でのパソコンによる自主的学習と単位認定試験の受験合格で単位を

積み重ねていき通学の必要はありません

１科目から気軽に学びが始められます

卒業までの費用は国立大学の約１／３です

入学のチャンスは年２回（４月、１０月）

入学不要で無料で受講できるオープンセミナーもあります

学部以外に修士・博士課程もあり受験可能です

　　　　　　さぁ！あなたも大学生になろう

が
米
子
―
台
北
直
行
便
の

就
航
を
契
機
に
、
大
き
く

花
開
く
こ
と
に
同
圏
域
市

長
会
の
皆
さ
ん
が
期
待
を

寄
せ
て
い
る
こ
と
が
良
く

わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
鳥
取
県
社

会
保
険
労
務
士
会
が
働
き

方
改
革
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ

ス
鳥
取
の
運
営
を
国
か
ら

受
託
し
、
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

同
オ
フ
ィ
ス
に
働
き
方
改

革
の
要
点
に
つ
い
て
、
紹

介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　「
働
き
方
改
革
」
は
少
子

高
齢
化
に
伴
い
、
将
来
的
に

働
く
人
が
大
幅
に
減
っ
て
い

く
状
況
の
中
で
、
働
く
環
境

の
整
備
に
よ
り
事
業
所
で
働

く
人
材
の
確
保
定
着
を
図
っ

て
い
く
た
め
、
２
０
１
９
年

か
ら
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
や
有
給
休
暇
の
強
制
付
与
、

２
０
２
０
年
か
ら
い
わ
ゆ
る

同
一
労
働
同
一
賃
金
の
規
定

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

は
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時

間(

建
設
業
は
２
０
２
４
年

か
ら
、
自
動
車
運
転
業
も
２

０
２
４
年
か
ら
で
、
年
９
６

０
時
間
な
ど
の
特
例
適
用
あ

り)

と
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
は
、
同
一
企
業
内
に
お
け

る
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正

規
雇
用
労
働
者
と
の
不
合
理

な
待
遇
差
を
禁
止
す
る
と
い

う
も
の
で
し
た
が
、
各
事
業

所
の
取
り
組
み
が
２
０
２
０

年
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
を
受
け
て
し
ま
っ

た
感
は
否
め
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後

の
労
働
経
済
状
況
で
は
、
人

手
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
お

り
、
多
様
な
人
材
の
活
躍
が

求
め
ら
れ
る
中
、改
め
て「
働

き
方
改
革
」
の
必
要
性
が
実

感
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
働
く
環
境
の
整
備
は
、
時

間
外
労
働
の
削
減
や
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
実
現
に
と
ど

ま
ら
ず
、
就
業
規
則
の
作
成

や
36
協
定
な
ど
の
労
務
管
理

全
般
の
適
正
化
、
育
児
・
介

護
と
の
両
立
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
防
止
、
短
時
間
正

社
員
制
度
な
ど
の
多
様
な

働
き
方
の
提
供
な
ど
、
多

岐
に
渡
り
ま
す
が
、
事
業

所
の
状
況
に
合
わ
せ
整
備

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
働
き
方
改
革
サ
ポ
ー
ト

オ
フ
ィ
ス
鳥
取
は
、
こ
の

よ
う
な
働
く
環
境
の
整
備

に
つ
い
て
、
国
の
事
業
と

し
て
電
話
、
電
子
メ
ー
ル
、

来
所
で
の
相
談
対
応
や
事

業
所
へ
の
訪
問
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
無
料
で

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
連
絡
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す(

フ
リ

ー
ダ
イ
ヤ
ル
：
０
８
０
０

―
２
０
０
―
３
２
９
５)

。

働き方改革サポートオフィス鳥取

センター長 長谷川誠氏

寄稿 働き方改革の要点①
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•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

人
材
・
求
人
紹
介
サ
イ
ト
」

イ
ベ
ン
ト
欄(

「
と
っ
と

り
ジ
ョ
ブ
」
で
検
索
、
広

告
欄
の
２
次

元
コ
ー
ド
参

照)

か
ら
も

申
し
込
め
ま

す
。
ま
た
後
日
、
と
っ
と

り
ジ
ョ
ブ
で
動
画
配
信
を

行
い
ま
す
。

　
な
お
「
と
っ
と
り
ジ
ョ

ブ
」
に
求
人
を
登
録
し
て
い

る
企
業
に
は
、
同
サ
イ
ト
の

運
営
事
務
局
が
随
時
掲
載
求

人
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク(

☎
０
８
５
７
―

51
―
０
５
０
１)

へ
。

スポットライトスポットライト

炙
り
鯖
ジ
ャ
ー
キ
ー
が
受
賞
小倉水産食品

ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ー
ド
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
グ
ラ
ン
プ
リ

　

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
水
木
し
げ

る
記
念
館
を
同
館
の
学
芸
員
が
紹
介
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
の
執
筆
者
は
、
坂
本
茜あ

か
ね

さ
ん
で
す
。

　
い
よ
い
よ
、
夏
休
み
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
夏
の
ご

予
定
は
お
決
ま
り
で
し
ょ
う

か
。
水
木
し
げ
る
記
念
館
は
、

夏
休
み
の
小
学
生
の
皆
さ
ん

に
、
よ
り
深
く
、
楽
し
く
展

示
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
イ
ベ

ン
ト
を
二
つ
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
夏
休
み
の
自

由
研
究
に
役
立
つ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
「
水
木
さ
ん
の
体
験

か
ら
考
え
る
戦
争
」
で
す
。

　
学
芸
員
と
一
緒
に
展
示
を

見
な
が
ら
、
水
木
し
げ
る
の

戦
争
体
験
に
つ
い
て
調
べ
ま

す
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
で

考
え
や
思
っ
た
こ
と
を
発
表

し
、
意
見
を
聞
く
機
会
も
あ

り
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
参
加
に
は
、
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
当
記
念
館
の
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ(

「
水
木
し
げ
る

記
念
館
」
で
検
索)

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
二
つ
目
は
、
記
念

館
の
展
示
を
見
な
が

ら
、
妖
怪
に
関
す
る

ク
イ
ズ
に
挑
戦
す
る

「
妖
怪
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
」
で
す
。
す
べ
て

の
ク
イ
ズ
に
答
え
る

と
、
台
紙
に
ス
タ
ン

プ
が
も
ら
え
ま
す
。

ぜ
ひ
、
全
問
正
解
を
目
指
し

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ

い
。
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
は
７
月

19
日
㈯
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
今
年
の
夏
も
暑
さ
が
厳
し

常設展示第4章 水木しげるが描
いた妖怪たち　　　  Ⓒ水木プロ

学芸員が紹介

水木しげる記念館パートⅫ
夏休み中のイベント

　
同
商
品
は
、
旬
の
時
期
に

獲
れ
た
新
鮮
な
国
産
サ
バ
を

使
用
。
冷
風
乾
燥
機
で
旨
み

　
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ー
ド
・
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
２
万
３
０

０
０
人
の
フ
ー
ド
ア
ナ
リ
ス

ト(

食
の
情
報
を
分
析
し
、

評
価
・
表
現
す
る
専
門
家)

が
選
考
す
る
日
本
初
の
食
品

・
食
材
の
審
査
・
認
定
制
度

で
す
。
審
査
員
の
評
価
が
１

０
０
点
満
点
中
90
点
以
上
の

商
品
を
グ
ラ
ン
プ
リ
と
し
ま

す
。

　
ま
た
、
審
査
レ
ポ
ー
ト
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
商
品
の
詳
細
な
分
析
と

評
価
が
大
変
参
考
に
な
り
ま

す
。
同
社
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な

ど
の
改
良
点
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
と
の
こ
と
。
受

賞
を
き
っ
か
け
に
、
ジ
ャ
ー

キ
ー
の
シ
リ
ー
ズ
化
や
台
湾

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
へ
の

海
外
展
開
も
検
討
中
で
す
。

　
同
社
の
小
倉
大だ

い

造ぞ
う

専
務
取

締
役
は
「
こ
の
商
品
は
、
当

を
引
き
出
し
た
後
、
熱
風
で

焼
き
上
げ
る
こ
と
で
、
し
っ

と
り
と
し
た
食
感
と
濃
厚
な

味
わ
い
が
楽
し
め

ま
す
。

　
常
温
商
品
で
、

そ
の
ま
ま
食
べ
ら

れ
る
手
軽
さ
が
魅

力
。
ま
た
、
軽
く

炙あ
ぶ

る
と
香
ば
し
さ

が
増
し
ま
す
。
ビ

ー
ル
や
日
本
酒
な

ど
の
つ
ま
み
に
最

適
で
す
。
３
年
前

に
同
社
が
開
発
。

全
国
各
地
に
届
く

商
品
に
な
り
、
増

産
の
設
備
投
資
も

行
い
ま
し
た
。

　
賞
状
・
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
、
受
賞
商

　
品
を
手
に
す
る
小
倉
大
造
専
務

社
の
歴
史
の
中
で
も
か
な
り

ヒ
ッ
ト
し
た
大
切
な
商
品
の

一
つ
で
す
。
受
賞
は
、
と
て

も
大
き
な
励
み
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
更
な
る
発
展
を

目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
、
新

　
鳥
取
県
立
鳥
取
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
は
、
企
業
の
採
用
力
育

成
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

(Zoom
)

～
脳
科
学
的
に
正

し
い
求
人
票
の
設
計
図
～
を

７
月
４
日
㈮
の
午
後
1
時
か

ら
２
時
30
分
ま
で
開
催
し
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

　
採
用
市
場
に
お
け
る
求
人

票
は
、
求
職
者
と
の
最
初
の

接
点
で
あ
り
、
採
用
成
功
の

鍵
を
握
る
重
要
な
ツ
ー
ル
で

す
。
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
求

職
者
の
心
理
や
意
思
決
定
メ

カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
た
効
果

的
な
求
人
票
作
成
の
〝
ポ
イ

ン
ト
〟
を
伝
え
ま
す
。

　
講
師
はm

uku

㈱
代
表
取

締
役
、㈱lean FOU

N
DER

で
、
採
用
カ
レ
ッ
ジ
学
長
の

北
原
航わ

た
る

氏
で
す
。
北
原
氏
は

大
手
人
材
紹
介
会
社
で
人
材

紹
介
・
転
職
サ
イ
ト
の
営
業
、

５
０
０
社
以
上
の
採
用
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
年
間
１
０

し
い
商
品
づ
く
り
に
も
力
を

入
れ
て
、
お
客
様
に
感
動
を

届
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
５
５
５
５)

ま
で
。

０
回
以
上
の
セ
ミ
ナ
ー
実
施

な
ど
、
幅
広
く
採
用
業
務
を

経
験
し
、
実
践
的
な
指
導
に

定
評
が
あ
り
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の
際
は
、

次
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
「
と
っ
と
り
ビ
ジ
ネ
ス

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
市

内
の
事
業
者
に
向
け
て
▽
よ

ろ
ず
支
援
拠
点
経
営
相
談
会

▽
知
財
無
料
相
談
会
▽
事
業

承
継
個
別
相
談
会
―
を
そ
れ

ぞ
れ
毎
月
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
会
場
は
境
港
商
工
会

議
所
経
営
支
援
室
で
、
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
1
時
か
ら

４
時
ま
で
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

７月４日  オンラインセミナー

企業の採用力を育成
県立鳥取ハローワーク

く
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。
水
木
し
げ
る
記
念

館
で
、
涼
し
く
快
適
に
、

充
実
し
た
時
間
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

　

㈲
小
倉
水
産
食
品(

中
野
町
、
小
倉
雅
司
社
長)

は
、
ジ
ャ

パ
ン
・
フ
ー
ド
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。

今
回
は
、
同
社
の
受
賞
商
品
「
炙あ

ぶ

り
鯖サ

バ

ジ
ャ
ー
キ
ー
」
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

講
師
の
北
原
航
氏

７
月
９
日
開
催 

融
資
相
談
会

日
本
公
庫

境
港
商
議
所

一
日
公
庫

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
米
子

支
店(

米
子
市
加
茂
町)

と

境
港
商
工
会
議
所
は
、
融
資

相
談
会
「
一
日
公
庫
」
を
７

月
９
日
に
開
催
。
同
公
庫
米

子
支
店
の
担
当
者
が
境
港
商

工
会
議
所
に
出
向
い
て
、
融

資
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
一
日
公
庫
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
９
日
㈬
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時(

予
約
が

必
要)

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所
会

議
室(

境
港
市
上
道
町)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

、
ま
た
は
日
本
政
策

金
融
公
庫
米
子
支
店(

☎
34

―
５
８
２
１)

ま
で
。

相談会の名称

よろず支援拠点経営相談会

知財無料相談会

事業承継個別相談会

日　時

７月８日㈫・８月19日㈫ 

７月９日㈬・８月６日㈬ 

７月17日㈭・８月21日㈭ 

７・８月の相談会スケジュール

－ 境港商議所 －

毎月１回開催

各種個別相談会
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•
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•
•
•
•
•
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•
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•

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院(

米
川
町)

は
「
排
尿
ト
ラ
ブ
ル
と

対
処
法
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
７
月
17
日
に
開
催
。
同
病

院
泌
尿
器
科
部
長
の
眞ま

さ

砂ご

俊
彦
医
師
を
始
め
と
す
る
排
尿
ケ

ア
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

　
加
齢
と
と
も
に
排
尿
ト
ラ

ブ
ル
で
お
困
り
の
人
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
同
講
演
会
で
は
、
同
病
院

の
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療

法
士
か
ら
な
る
排
尿
ケ
ア
チ

ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
排
尿
ト

ラ
ブ
ル
症
状
、
排
尿
ケ
ア
や

排
尿
に
関
わ
る
リ
ハ
ビ
リ
運

動
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
同
講
演
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
７
月
17
日
㈭
　
午
後

２
時
～
３
時(

予
約
不
要)

場
所
　
済
生
会
境
港
総
合
病

院 

２
階
会
議
室

【
内
容
】　

講
演
　
テ
ー
マ
＝
排
尿
ト
ラ

ブ
ル
と
対
処
法
▽
講
師
＝
眞

砂
俊
彦
医
師(

同
病
院
泌
尿

器
科
部
長)

説
明
　
▽
排
尿
ケ
ア
・
管
理

に
つ
い
て
＝
同
病
院
看
護
師

が
説
明
▽
排
尿
に
関
わ
る
リ

ハ
ビ
リ
運
動
に
つ
い
て
＝
同

病
院
理
学
療
法
士
が
紹
介

　
詳
し
く
は
、
同
病
院
地
域

医
療
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

(

☎
42
―
５
８
０
５〈
直
通
〉)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

― 済生会境港総合病院 ―

対処法をケアチームが解説
7月17日  排尿トラブル講演会

同社の干物製品を紹介する上田亨社長

　
膵す

い

臓ぞ
う

が
ん
は
、
初
期
の
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
難

し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
が
発
覚
し
た
時
点
で
は

す
で
に
進
行
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
治
療
に
難
渋
す
る

が
ん
で
す
。
そ
の
た
め
、
小

さ
い
早
期
の
う
ち
に
発
見
し
、

治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
済
生
会
境
港
総
合
病
院
健

診
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
度
か

ら
膵
臓
が
ん
検
診
を
減
額
し

ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
早

期
膵
臓
が
ん
の
発
見
に
有
用

な
血
液
検
査(

腫
瘍
マ
ー
カ

ー)

を
導
入
し
、
超
音
波
検

膵
臓
が
ん
の
検
診
料
を
減
額

健
診
セ
ン
タ
ー

済
生
会
境
港

総
合
病
院

　

境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
買
え
る
の
か

を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈱
ヤ
マ
ヨ

(

昭
和
町
、
上
田
亨と

お
る

社
長)

の
商
品
で
す
。

　
同
社
は
境
港
水
産
物
直

売
セ
ン
タ
ー(

昭
和
町)

で
、
境
港
産
の
鮮
魚
や
干

物
、
カ
ニ
な
ど
を
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
干
物
は
、
山
陰
沖
な
ど

で
底
引
き
網
漁
船
が
水
揚

げ
し
た
魚
を
自
社
工
場
で

製
造
。
同
社
独
自
の
塩
加

減
で
旨
み
を
し
っ
か
り
と

引
き
出
し
て
い
ま
す
。
毎

年
９
月
か
ら
翌
年
の
５
月
ま

で
が
底
引
き
網
漁
の
漁
業
期

間
で
、
そ
の
間
に
製
造
す
る

干
物
は
生
の
魚
を
原
料
に
す

る
た
め
、
特
に
美
味
し
い
と

評
判
で
す
。

　
干
物
の
種
類
は
、
エ
テ
カ

レ
イ
、
ハ
タ
ハ
タ
、
ニ
シ
ン

な
ど
。
ニ
シ
ン
は
最
近
、
境

港
周
辺
で
も
水
揚
げ
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
脂
の

乗
り
が
良
く
、
ホ
ッ

ケ
の
よ
う
な
食
感
で

人
気
上
昇
中
で
す
。

　
ま
た
イ
カ
の
干
物

も
定
番
商
品
で
す
が
、

原
料
と
な
る
ス
ル
メ

イ
カ
や
白
イ
カ
の
漁

獲
量
が
全
国
的
に
激

減
し
て
い
る
状
態
で

す
。
そ
の
た
め
、
境

港
に
水
揚
げ
さ
れ
る

と
き
に
何
と
か
買
い

付
け
て
、
作
り
続
け

る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
上
田
社
長
は
「
魚
の
値
段

は
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

な
る
べ
く
お
買
い
得
に
な
る

よ
う
な
値
段
に
保
ち
、
美
味

し
く
食
べ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
同
社
の
干
物
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
同
社(

☎
21
―

５
６
４
７)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

境港発商品

発見

各
種
干
物
製
品

ヤ
マ
ヨ

　「
夏
の
交
通
安
全
県
民
運

動
」
が
７
月
14
日
㈪
か
ら
23

日
㈬
ま
で
の
10
日
間
、
実
施

さ
れ
ま
す
。
運
動
の
重
点
は

▽
子
ど
も
、
高
齢
者
及
び
障

が
い
者
の
交
通
事
故
防
止
▽

自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
と
交
通
ル
ー
ル
遵
守

の
徹
底
▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

―
で
す
。

　
境
港
警
察
署
の
担
当
者
は

「
夏
休
み
に
は
子
ど
も
の
行

動
範
囲
が
広
が
り
、
交
通
事

故
の
危
険
性
が
増
し
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、

特
に
横
断
歩
道
で
の
確
実
な

安
全
確
認
や
歩
行
者
に
対
す

る
思
い
や
り
運
転
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
歩
行
者
も

道
路
を
横
断
す
る
際
な
ど
に

は
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し

ょ
う
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

　
ま
た
「
自
転
車
に
乗
る
と

き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

す
る
と
と
も
に
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
、
自
転
車
の

安
全
な
利
用
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
」
と
注
意
を
喚
起
。

　
さ
ら
に
「
飲
酒
運
転
は
悪

質
、
危
険
な
犯
罪
行
為
で
あ

り
、
ひ
と
た
び
交
通
事
故
を

起
こ
せ
ば
、
死
亡
事
故
な
ど

の
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
飲
酒
運

転
は
、
自
転
車
に
も
罰
則
が

あ
り
ま
す
。
職
場
や
地
域
、

家
庭
で
飲
酒
運
転
を
根
絶
す

る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、同
警
察
署(

☎

44
―
０
１
１
０)

ま
で
。

７月14日から開始

交通安全県民運動
ー 境港警察署 ー

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康
や長時間労働について個別相談を行っています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

７月の相談日
７月９日㈬ 午前　　　精神科医
７月10日㈭ 　　　午後 産業医
７月16日㈬ 午前　　　 産業医
７月17日㈭ 　　　午後 産業医
７月23日㈬ 午前　　　 産業医
７月24日㈭ 　　　午後 産業医
７月31日㈭ 　　　午後 産業医

査
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
組
み
合

わ
せ
て
行
い
、
質
の
高
い
膵

臓
が
ん
検
診
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
膵
臓
が
ん
の
リ
ス
ク
が
あ

る
人
の
特
徴
は
▽
膵
臓
が
ん

と
診
断
さ
れ
た
家
族
が
い
る

▽
膵
臓
の
異
常
を
言
わ
れ
た

こ
と
が
あ
る
▽
糖
尿
病
▽
肥

満
▽
喫
煙
▽
大
量
飲
酒
―
で

す
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
の
あ

る
人
は
要
注
意
。
ま
た
、
そ

う
で
な
く
て
も
膵
臓
が
ん
が

気
に
な
る
人
は
、
検
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
同
検
診
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

検
査
内
容
　
▽
血
液
検
査

(

腫
瘍
マ
ー
カ
ー)

▽
膵
臓

超
音
波
検
査(

飲
水
法)

▽

膵
臓
Ｍ
Ｒ
Ｉ(

Ｍ
Ｒ
胆
管
膵

管
撮
影)

検
診
費
用
　

1
万
９
８
０
０

円(

税
込)

※
前
年
度
に
当

検
診
を
受
け
た
人
は
1
万
６

５
０
０
円(

税
込)

検
査
日
　
毎
週
金
曜
日
の
午

前
中(

要
予
約)

　
詳
し
く
は
、
同
健
診
セ
ン

タ
ー(

☎
42
―
３
１
６
４)

へ
。

同
病
院「
排
尿
ケ
ア
チ
ー
ム
」の
皆
さ
ん
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境港商工会議所女性会 Ms.通信

オーダーメイド枕の

境港市幸神町3 5 8
TEL 0859-45-0336

定休日
水曜日

掛・敷・枕カバー付き

●GWやお盆、年末年始などのご家族の帰省

●冠婚葬祭などでご家族が集まる時

●親類や友人などの急な来客の時

●短期のイベントや研修・合宿の時

眠りにこだわった寝具専門店の

こんな時に便利です！

● 1泊 　3,300円（税込）
● 2泊 　4,180円（税込）
● 3泊 　5,060円（税込）

貸しふとんレンタル料金

※配達料別途

※米子市内・境港市内の場合
配達ご希望の場合 片道1000円

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

ただいま

会員募集中
境港商議所女性会

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会(

県
商
女
性
連)

は
、
２
０
２
５
年
度
の
定
期

総
会
と
会
員
交
流
会
を
６
月

18
日
に
開
催
。

　
県
商
女
性
連
役
員
に
よ
る

定
期
総
会
は
、
境
港
商
工
会

議
所(

上
道
町)

で
２
０
２

４
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
と
２
０
２
５
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
人
事
、
顧
問
お

よ
び
参
与
の
委
嘱
、
次
年
度

の
定
期
総
会･

会
員
交
流
会

に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
境
港
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
・
み
な
と
テ
ラ
ス

(

上
道
町)

で
会
員
交
流
会

を
開
催
。
今
年
度
は
、
私
た

ち
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

の
担
当
で
、
岡
空
京
子
会
長

の
も
と
「
友
情
を
深
め
る
」

を
テ
ー
マ
に
準
備
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
過
程
で
次
々
に

出
て
く
る
ア
イ
デ
ア
に
当
女

性
会
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し

た
。

　
会
員
交
流
会
に
先
立
ち
、

み
な
と
テ
ラ
ス
内
に
あ
る
境

港
市
民
図
書
館
を
嘉か

賀が

收し
ゅ
う

司じ

館
長
の
案
内
で
見
学
。
新
し

い
図
書
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
な

ど
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
会
員
交
流
会
で
は
、
県
商

女
性
連
の
德
田
和
子
会
長
が

挨
拶
。
続
い
て
、
岡
空
会
長

が
歓
迎
挨
拶
を
行
い
、
境
港

商
工
会
議
所
・
堀
田
收
会
頭

定期総会・会員交流会を開催

鬼太郎音頭で会場盛り上げる
ー 県商女性連 ー

マ
グ
ロ
料
理
を
盛
り
付
け
る

女
性
会
メ
ン
バ
ー

が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
地
女
性
会
の
活

動
報
告
発
表
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
昨
年
度
の
活
動
内
容
を

に
ぎ
わ
う
会
場
で
販
売

家
庭
で
作
れ
る
マ
グ
ロ
料
理

ま
ぐ
ろ
感
謝
祭

　
第
12
回
境
港
ま
ぐ
ろ
感
謝

祭
が
境
港
水
産
物
地
方
卸
売

市
場(

昭
和
町)

で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
全
国
有
数
の
水
揚
げ
量
を

誇
る
境
港
の
天
然
本
マ
グ
ロ

に
感
謝
し
、
そ
の
味
を
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
、
旬
の
始
ま
り
に
合
わ

せ
て
の
開
催
が
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
、
こ
と
し
も
マ
グ
ロ
料
理

Ｐ
Ｒ
班
と
し
て
参
加
。
普
段

な
ら
捨
て
て
し
ま
う
部
位
の

皮
を
使
用
し
た
コ
ラ
ー
ゲ
ン

た
っ
ぷ
り
の
「
皮
ポ
ン
」
と
、

あ
っ
さ
り
と
し
た
旨
味
の
あ

る
「
塩
マ
グ
ロ
の
カ
ル
パ
ッ

チ
ョ
」
の
セ
ッ
ト
を
用
意
し

ま
し
た
。

　
今
回
用
意
し
た
４
０
０
食

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売

と
な
り
、
訪
れ
た
皆
様
に
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
刺
身
だ
け
で
は
な
く
、
い

ろ
い
ろ
な
調
理
法
も
伝
え
ら

れ
る
よ
う
、
レ
シ
ピ
集
も
用

意
し
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
威
勢
の
良
い
大
漁
太
鼓
と

共
に
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ

ー
や
切
り
身
販
売
、
様
々
な

マ
グ
ロ
料
理
、
マ
グ
ロ
体
重

あ
て
ク
イ
ズ
な
ど
、
ま
さ
に

マ
グ
ロ
づ
く
し
の
感
謝
祭
。

県
内
外
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん

が
お
越
し
に
な
り
、
各
ブ
ー

ス
が
行
列
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　
当
女
性
会
の
一
員
と
し
て
、

境
港
の
天
然
本
マ
グ
ロ
の
魅

力
を
届
け
る
感
謝
祭
の
お
手

伝
い
が
で
き
た
こ
と
と
、
新

鮮
で
美
味
し
い
マ
グ
ロ
が
身

近
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
、
感

謝
の
一
日
で
し
た
。

（
会
報
委
員
Ｉ
） 会員交流会の締めくくりに鬼太郎音頭を踊る皆さん

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
た
だ
い
ま
、
会
員
を
募
集

中
で
す
。

　
商
工
会
議
所
女
性
会
は
、

女
性
の
力
で
地
域
を
元
気
に

し
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
か
つ
女
性
の
立
場
か
ら

商
工
業
の
改
善
と
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
会
員
の
対
象
者
は
商
工
会

議
所
会
員
企
業
の
女
性
経
営

者
、
ま
た
は
役
員
で
す
。
主

に
講
習
会
や
講
演
会
、
会
員

親
睦
な
ど
を
行
い
、
自
己

の
資
質
向
上
や
お
互
い
の

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局

(

境
港
商
工
会
議
所
内
、

☎
44
―
１
１
１
１)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

発
表
。
昼
食
懇
談
会
で
は
、

境
港
産
天
然
本
マ
グ
ロ
の
刺

身
も
付
い
た
弁
当
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
各
地
女
性
会
の

皆
さ
ん
と
情
報
交
換
し
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
、
境
港
フ
ィ
ッ

シ
ュ(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
の

山
本
洋
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
て
記
念
講
演
。

　
そ
し
て
、
会
員
交
流
会
の

締
め
く
く
り
は
、
参
加
者
全

員
に
よ
る
鬼
太
郎
音
頭
の
踊

り
で
し
た
。
３
人
の
副
会
長

を
中
心
に
、
会
員
が
扮
装
し

た
妖
怪
た
ち
も
参
加
し
て
大

盛
り
上
が
り
。
地
域
の
特
色

を
出
し
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
、

各
地
の
女
性
会
の
皆
さ
ん
に

も
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
親
睦
委
員
Ｈ
）

山本洋子・フィッシュ大使が講演

テーマは｢鳥取の宝をカタチに」
ー 県商女性連会員交流会 ー

　
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ(

Ｆ
Ｉ

Ｓ
Ｈ)

大
使
の
山
本
洋
子
さ

ん
は
「
鳥
取
の
宝
を
カ
タ
チ

に
！
」
～
女
性
の
集
合
知
が

動
か
す
、
地
域
の
魅
力
と
経

済
の
エ
ン
ジ
ン
～
と
い
う
テ

ー
マ
で
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
楽
し

い
お
話
の
中
、「
心
が
動
け

ば
モ
ノ
が
動
く
」
な
ど
の
心

に
残
る
言
葉
が
印
象
的
で
、

あ
っ
と
い
う
間
の
１
時
間
で

し
た
。
　
　（
親
睦
委
員
Ｈ
）

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
５
月
29
日
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
の
プ
ラ
ン
タ
ー
花
の

８
回
目
の
植
え
替
え
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
植
え
替
え
た

花
は
、
色
鮮
や
か
な
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
４
色
で
す
。

　
私
は
２
回
目
の
参
加
で
し

た
が
、
作
業
ス
タ
ー
ト
か
ら

会
員
の
皆
さ
ん
の
手
際
の
良

さ
と
団
結
力
に
流
石
の
ひ
と

こ
と
。
黙
々
と
作
業
を
し
つ

つ
も
、
静
ま
り
返
る
こ
と
な

ど
な
く
、
終
始
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

　
実
は
膝
が
痛
か
っ
た
私
で

す
が
、
そ
ん
な
こ
と
到
底
言

え
な
い
諸
先
輩
の
皆
さ
ん
の

パ
ワ
ー
と
笑
顔
に
、
女
性
の

力
強
さ
と
温
か
さ
を
感
じ
た

一
日
で
し
た
。

　
当
女
性
会
に
は
見
習
い
た

い
と
思
わ
せ
て
く
だ
さ
る
皆

さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

置
い
て
い
か
れ
な
い
よ
う
に

背
中
を
追
い
か
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
事
業
委
員
Ｗ
） エネルギッシュに話す山本洋子大使

植え替え作業をする女性会会員

春夏の花に植え替え
水木しげるロード
寄贈のプランター
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総合建設業

境港土建株式会社

境 港 市 西 工 業 団 地 1 4 5 番 地
マッケンリフォーム（住宅・リフォーム部）

☎ 0859ｰ44ｰ5611
0120ｰ742ｰ123

代表取締役 松 本 　 正

【地域密着】アミ戸1枚から増改築・新築まで
【見積無料】まずはお電話下さい

建築工事・土木工事
住宅工事

 鳥取県知事許可
（特ｰ4）第6546号

（リフォーム・増改築・建替え・修繕工事）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
こ
と
し
で
80
回
を
迎
え
る

「
み
な
と
祭
」
は
、
７
月
27

日
㈰
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
境

港
青
年
会
議
所
の
担
当
は
、

Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
駐
車
場
特
設

会
場(

大
正
町)

で
行
う

「
お
祭
り
広
場
」
で
す
。

　
当
日
は
、
例
年
恒
例
の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て「
郷
土
芸
能
披
露
」、「
ダ

ン
ス
＆
ア
イ
ド
ル
ス
テ
ー

ジ
」、「
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
」「
み
な
と
Ｌ
Ｉ
Ｖ

Ｅ
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
と
し
独
自

の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
「
ペ
ル
ピ
ン
ズ
」
と
学

生
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

　
当
青
年
会
議
所
は
、
創
立

60
周
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
百ひ

ゃ
っ
か
り
ょ
う
ら
ん

海
繚
乱 

～
咲
き
誇
れ 

ひ
と
と
海
～
」
と
掲
げ
、
海

と
共
に
発
展
し
て
き
た
境
港

市
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
、
咲

き
乱
れ
る
花
の
よ
う
に
鮮
や

か
に
、
華
や
か
に
、
笑
顔
で

未
来
に
向
か
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
想お

も

い
を
込
め
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
の
当
日
は
、
当

青
年
会
議
所
関
係
者
の
ほ
か
、

鳥
取
・
島
根
・
岡
山
県
な
ど

の
９
Ｊ
Ｃ
の
メ
ン
バ
ー
ら
約

２
４
０
人
が
出
席
。

　
冒
頭
に
当
会
の
平
野
陽
平

理
事
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
当

会
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ

っ
た
行
政
、
企
業
、
関
係
諸

団
体
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の

意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
今

後
の
活
動
に
向
け
た
意
気
込

み
を
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
舞
立
昇
治
・
参

議
院
議
員
、
伊
達
憲
太
郎
・

境
港
市
長
が
祝
辞
を
述
べ
た

後
、
総
務
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
田
中
大だ

い

志じ

委
員
長
が

「
強
創
」、「
協
創
」、「
響
創
」、

「
郷
創
」
の
四
つ
の
観
点
か

ら
「
巨
大
生
け
簀
構
想
」
や

「
ま
ち
リ
ノ
ベ
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
の
構

想
を
ま
と
め
た
「
境
港
×
共

創
＝
境き

ょ
う
そ
う
創
」
の
提
言
を
発
表
。

　
最
後
に
９
月
28
日
に
夢
み

な
と
公
園
で
予
定
し
て
い
る

記
念
事
業
「
さ
か
い
夢
み
な

と
朝
市
」
の
開
催
を
発
表
し

ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、
会
場
を

「
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
」
に
移
し
、
大
懇
親

会
を
実
施
。
こ
の
懇
親
会
は
、

人
財
育
成
委
員
会
の
川
本
龍り

ゅ
う

委
員
長
と
委
員
の
メ
ン
バ
ー

が
主
軸
と
な
っ
て
設
営
し
ま

し
た
。

　
会
場
は
数
多
く
の
大
漁
旗

で
華
や
か
に
飾
り
付
け
、
境

あいさつをする平野陽平理事長

　

境
港
青
年
会
議
所
は
６
月
７
日
、
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
・
み
な
と
テ
ラ
ス(

上
道
町)

で
「
創
立
60
周
年
記
念
式
典
」

を
開
催
。
今
後
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
を
開
催

「
境
港×

共
創
＝
境
創
」の
提
言
発
表

創
立
60
周
年

港
産
の
カ
ニ
や
マ
グ
ロ
な
ど
、

新
鮮
な
海
の
幸
を
用
意
し
て
、

境
港
青
年
会
議
所
ら
し
い
心

の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
を

実
施
。

　
ま
た
、
境
港
大
漁
太
鼓
荒

神
会
に
よ
る
迫
力
あ
る
ス
テ

ー
ジ
や
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ

ョ
ー
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
行
い
、
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
記
念
式
典
・
大
懇

親
会
で
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ

ん
に
対
す
る
感
謝
と
、
こ
れ

か
ら
の
決
意
を
伝
え
ら
れ
た

と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と

手
を
取
り
合
い
、
共
に
境
港

市
を
盛
り
上
げ
て
い
く
活
動

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
懐な

つ

フ
ェ
ス
!!!
」、
ペ
ン
・
ボ

ー
ル
ペ
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

「
青あ

お

已い

は
な
ね
」
に
よ
る
ラ

イ
ブ
ペ
イ
ン
ト
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
体
験
型
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
ブ
ー
ス
で
は
、

「
Ｙゆ

う
ｏ
ｕ
☆
遊ゆ

う

ウ
ォ
ー
タ
ー

倶
楽
部
」
を
展
開
。
水
の
上

で
楽
し
め
る
「
ア
ク
ア
チ

ュ
ー
ブ
」、
豪
華
景
品
が
あ

る
「
カ
ニ
ゲ
ー
ム(

縁
日
遊

び)
」、
チ
ー
ム
対
抗
戦
で

行
う
「
水
鉄
砲
大
会
」
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
内
容
と
な
る
よ
う
準
備

中
で
す
。

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
に
、
例
年
以
上
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
設
営
と

運
営
で
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

さ
か
い
夢
み
な
と
朝
市

９
月
28
日山

陰
の
い
い
も
の
が
一
堂
に
集
結

　
境
港
青
年
会
議
所
は
「
さ

か
い
夢
み
な
と
朝
市
」
を

２
０
２
３
年
か
ら
独
自
事
業

と
し
て
継
続
開
催
し
て
い
ま

す
。
同
朝
市
を
こ
と
し
は
９

月
28
日
㈰
、
夢
み
な
と
公
園

周
辺(

竹
内
団
地)

で
開
催

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
公
園
の

利
活
用
と
地
域
の
賑
わ
い
の

創
出
を
企
図
し
て
開
催
し
て

お
り
、
ご
来
場
い
た
だ
く
皆

さ
ん
か
ら
は
毎
回
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
60
周
年
特
別
バ
ー

ジ
ョ
ン
と
し
て
、
過
去
最
大

規
模
の
出
店
者
数
で
境
港
の

み
な
ら
ず
山
陰
の
い
い
も
の

が
一
堂
に
集
結
し
ま
す
。

　
ま
た
、
山
陰
を
盛
り
上
げ

る
地
元
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
作

り
上
げ
る
こ
こ
で
し
か
見
ら

れ
な
い
ス
テ
ー
ジ
、
更
に
グ

ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ
と
し
て

特
別
な
企
画
を
用
意
す
る
予

定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
同
朝
市
の
続
報
は
、
当
青

年
会
議
所
の
公
式Instagram

(

「
境
港
青
年
会
議
所
」
で

検
索)

に
随
時
、
発
表
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
注

目
く
だ
さ
い
。

境港青年会議所はお祭り広場担当

例年以上の設営・運営でにぎやかに

７月27日 第80回みなと祭

提
言
を
発
表
す
る
総
務
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
田
中
大
志
委
員
長

昨年好評だったアクアチューブも実施

　私たちは、常に地域
と時代に即した活動を、
若さあふれるパワーと
情熱を持って実行して
きました。私たちと一
緒に、このような活動
を企画・運営してみませ
んか。
　会員資格は▷年齢が
満20歳以上38歳以下の
人▷境港市及び近郊に
居住、または勤務して
いる人▷境港青年会議
所の趣旨に賛同してい
ただける人－です。
　ご興味のある人は、
境港青年会議所事務局
(☎44－2700)まで。

た だ い ま
会員募集中
境港青年会議所
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お祝いに、法事に

赤 飯 承ります赤 飯 承ります
（株)酒井商店
要予約 42-2258

縁起の良いお餅縁起の良いお餅 誕生餅誕生餅誕生餅
1歳の誕生日に願いを込めて

1歳の誕生日には、一生涯食に不自由しない、一生健康に、一生
円満にとの願いを込めて1升餅（小餅1升分でもいいよ）を背負
わせて、お祝いする縁起の良いお餅です。「ある処にぼたもち
山」でも受け付けています。

㈱酒井商店  ☎0859－42－2258要予約

米子鬼太郎空港に

個室ブース登場!
２階 出発ロビーに個室型ワークスぺース「テレ
キューブ」を設置しました。電源・Wi-Fi・USBポー
ト完備。声や音を遮断する防音仕様のため周囲を
気にすることなく電話やオンライン会議が可能で
す。飛行機までの待ち時間を有効活用しませんか？

米子空港ビル株式会社
0859-45-6121

ご予約・詳細はこちら▶

スマホで予約
即時利用 可能

15分から
利用OK

電源・Wi-Fi
完備

完全個室
高遮音性

　
前
月
号
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
㈲
丸
八
水
産(

福
定
町)

が

米
子
鬼
太
郎
空
港
で
営
業
し

て
い
る
飲
食
店
の
名
前
は
何

で
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の
で
、

正
解
は
③
の「
ま
る
は
ち
屋
」

で
し
た
。

賞
品
　
紅
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
ら
ぁ

麺
シ
ン
グ
ル

当
選
者(
敬
称
略)

▽
松
本

　
今
月
号
か
ら
働
き
方
改
革

サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
鳥
取
の

長
谷
川
誠
セ
ン
タ
ー
長
に
、

働
き
方
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
を

毎
回
執
筆
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た(

３
ペ
ー

ジ
に
掲
載)

。
同
オ
フ
ィ
ス

は
、
登
録
し
た
県
内
約
40
人

の
社
会
保
険
労
務
士
が
無
料

で
、
窓
口
で
の
相
談
受
け
付

け
や
事
業
所
を
訪
問
し
て
の

支
援
を
行
い
ま
す
。
主
な
事

純
子(

小
篠
津
町)

▽
山
本
茂

(

岬
町)

▽
武
田
美
和
子(

外

江
町)

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈲
丸
八
水
産

(

福
定
町)

 

み
て 

ふ
れ
て 

光
と
あ
そ
ぶ

 

「
魔
法
の
美
術
館
」

　「
み
て
！
ふ
れ
て
！
あ
そ

べ
る
！
」。
ま
る
で
、
魔
法
使

い
に
な
っ
た
か
の
よ
う
な
不

思
議
で
楽
し
い
ア
ー
ト
空
間

を
ぜ
ひ
、
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
12
日
㈯
～
８
月

24
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後

５
時(

最
終
入
場
＝
午
後
４

時
30
分
）

業
内
容
は
、
働
き
方
改
革
関

連
法
の
周
知
徹
底
と
働
き
方

改
革
に
関
す
る
取
り
組
み
の

推
進
で
す
が
、
就
業
規
則
の

作
成
な
ど
、
働
く
環
境
の
整

備
に
関
す
る
取
り
組
み
も
幅

広
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
予

定
と
の
こ
と
で
す
。
長
谷
川

セ
ン
タ
ー
長
は
「
直
近
の
課

題
と
し
て
、
６
月
１
日
か
ら

一
定
の
条
件(

気
温
31
℃
以

ペ
ン
を
置
い
て

正解と当選者

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

７
月
の
イ
ベ
ン
ト

場
所
　
１
階 

多
目
的
ホ
ー

ル料
金
　
▽
一
般
＝
１
３
０
０

円
▽
３
歳
～
高
校
生
＝
７
０

０
円
▽
２
歳
以
下
＝
無
料

　
詳
し
く
は
、
同
タ
ワ
ー

(

☎
47
―
３
８
０
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
の
環
境
下
で
連
続
１
時
間

以
上
、
ま
た
は
１
日
４
時
間

を
超
え
る
な
ど)

を
満
た
す

作
業
を
実
施
す
る
企
業
は
、

熱
中
症
対
策
が
義
務
付
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、留
意
し
て
く
だ
さ
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
働
く

環
境
の
整
備
に
向
け
て
、
同

オ
フ
ィ
ス
の
支
援
に
期
待
が

集
ま
り
ま
す
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

ハガキにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号、境港商工会議所ニュースについてのひと
ことを明記して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切

スポンサー　　㈱ヤマヨ(昭和町)

7月８日㈫(当日消印有効)

① ９月から翌年の５月まで
② ９月から翌年の７月まで
③ 11月から翌年の３月まで

㈱ヤマヨ(昭和町)の干物は、山陰沖などの底
引き網漁で獲れた魚を原料にしています。底
引き網漁は漁業期間が決まっていますが、そ
の時期はいつでしょうか。(ヒントは５ページ)

賞品  「干物セット」　５名様
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商工会議所会員を招いて

招待席

○創業のきっかけ？…米子市に本社を置く当グループ
(リージョンデザイングループ)は、高齢者住宅事業、経
営コンサルティング事業、介護事業、飲食事業などを山
陰両県で展開しています。飲食事業を運営する当社は、
境港市内の店舗として、2019(平成31)年４月に当グルー
プが運営する「サービス付き高齢者向け住宅シニアス
テージ中野町」に併設する形で、ふわふわパンケーキが
特徴の「グランカフェF中野店」をオープン。その後も
当グループの高齢者向け住宅施設に併設する形で「ごは
ん処百彩」を２店舗、昭和レトロな雰囲気が魅力の「喫
茶ニュー馬場崎」１店舗を展開しています。地域の皆様
にゆったりと、幸せな時間を過ごしていただけるよう、
今後も社員一同努力してまいります。
○おすすめポイントは？…鳥取県産米と新鮮な食材を使っ
た豆皿定食、ハンバーグ定食などが皆さんから愛され、
特に人気です。各定食、御膳はボリューム満点でお子様
からご年配の皆さんまで満足していただき、好評です。
○お客様は？…お一人や女性同士のご来店が多いです。観
光や出張で県外から来ていただく人も増え、幅広くご利
用いただいています。お客様同士が顔見知りのケースが
多いのも中野店、浜ノ町店の特徴です。
○今後の事業展開（展望）？…入居者やそのご家族、自治会
の会合や学校の保護者会の集まりなど、地域の皆さんの
交流スペースになっていけたらと思っています。
○一言PR・意気込み…一時休業していました「喫茶ニュー
馬場崎」はこのたび、７月中旬から下旬にリニューアル
オープンの予定となりました。ぜひ、楽しみにしていた
だければと思います。

北

ごはん処百彩 中野店

●
境高
●
境高

【事業所のあらまし】
代 表 者 	藤山勝巳(ふじやま・かつみ)
所 在 地	 中野店(境港市中野町5311、
	 シニアステージ中野町別館
	 併設)、浜ノ町店(境港市浜ノ
	 町62-1、シニアステージ浜ノ
	 町併設)
営業時間	 11：00～14：30(L.O.14：00)
営 業 日 	中野店(木・金・土曜日)、
	 浜ノ町店(月・火曜日)
事業内容	 定食店(豆皿、ハンバーグなど)

北

ごはん処百彩 浜ノ町店
ローソン●ローソン●

●
しまむら
●

しまむら

JR
境港駅

●
まるごう境港

　ターミナル店

●
まるごう境港

　ターミナル店

特大ハンバーグと
大エビフライ御膳

ごはん処百
ひゃく

彩
さい

中野店・浜ノ町店
（㈱グランエフスタイル）
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